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関西大学独逸文学会行事記録
(昭和59年4月～昭和60年3月）
○昭和59年7月2日昭和59年度総会および第57回研究発表会
総会議事
1）会長挨拶………･……･………………………………･…山下肇氏
2）編集報告………･…………･……………………………･芳原政弘氏
3）企画報告…･…………･……………………………･……宇佐美幸彦氏
研究発表
1)KarlRiha教授の来講について……………………植松健郎氏
2)GtintherG6rlichの,,UnbequemeLiebeG@について
…･………･…･……･…･…………･…･…………･………･竹添敦子氏
出席者30名
○昭和59年12月2日臨時総会および第58回研究発表会
臨時総会議事
1）会長挨拶…･………………………………………．．……山下 肇氏
2）会計報告…………･……………………………･……･…杉谷眞佐子氏
3）学会費改定について（学会費を年額3,000円と
することが了承された）
研究発表
1）帰朝報告…．．…………………………………………･…福岡四郎氏
●■
2)UberUnterrichtsmethodeundLehrwerke
ffirDeutschalsFremdsprache
……………Dr.HerwigKempf氏（大阪ドイツ文化センター）
3）外国語としてのドイツ語授業への問題提起…………杉谷眞佐子氏
出席者28名
○本年度は国際的学術交流推進の目的で，一昨年度のKreuzer教授に続
き，同じくジーゲン大学からKarlRiha教授が関西大学に招聰され，
｣
特別に次のような講演，共同研究などが行われた．
1）招鴫期間…………昭和59年9月16日より10月15日までの1カ月間
2）関西大学独逸文学会主催
i)昭和59年9月19日講演会第1学舎AV(A)教室
GroBstadtlyrik
出席者30名
ii)昭和59年9月29日～30日シンポジウムPolitischeLyrik
desl9.Jahrhunderts関西大学飛鳥文化研究所・植田記念館
a)PolitisCheLyrikdesl9・Jahrhunderts……KarlRiha氏
b)FerdinandFreiligrath-Dichterineiner
deutschenRevolution………………EckardtMombert氏
（京都大学）
c)ParodieinderpolitischenLyrikHeines
…………………………………大沢慶子氏（大阪市立大学）
d)DieSatireGeorgWeerths--besonders
seineGediChteinder,,NeuenRheiniSChen
44
Zeitung。．…………･……………………………宇佐美幸彦氏
e)NikolausLenaualspolitischerLyriker-
iiberseineThematikderunterdriickten
V61ker……………………………………………竹添敦子氏
出席者22名
iii)昭和59年10月13日コロキウムDasJapanbildinder
deutschenLiteratur関大会館
a)DieSChwankungendesJapanbildsinEuropa
bisl900und-－anhandeinigerTheaterstiicke
-indererstenHalfteunseresJahrhunderts
inDeutschland･…･……………･…DetlefSchauwecker氏
b)Japan-RezeptioninderdeutschenLiteraturum
dieJahrhundertwende--zumProblemder
1
」
gegenseitigenVerstandigungzwischenOst
undWest…．.…………･……………･･……･……芳原政弘氏
出席者23名
3）関西大学における講演および講義
i)昭和59年9月21日大学院中世及び近世ドイツ文学・
ドイツ文学研究(1)代行（公開）大学院28A教室
MethodischeUberlegungenundBeispielanalyse
einesGedichts
ii)昭和59年9月25日大学院ドイツ文学研究(2)代行（公開）
大学院ホール
Bilderliteratur--Bildergeschichten,Bilderromaneetc.
iii)昭和59年10月11日文学部主催学術講演会
第1学舎AV(A)教室
Dadaismus
4）本学以外にもRiha教授はこの期間に，阪神ドイツ文学会・大阪
ドイツ文化センター，広島大学，関西学院大学で講演などを行っ
た．
5)Riha教授との共同研究の準備のため関西大学独逸文学会では次
のような輪読会などの活動を行った．
i)昭和59年7月9日生協会議室
KarlRiha:Moritat,Bankelsong,Protestballade,
Athenauml9792
ii)昭和59年8月29日生協会議室
GeorgBollenbeckundKarlRiha:Imdeutschen
Kaiserreich,in:GeschichtederpolitischenLyrikin
Deutschland,hrsg.vonWalterHinderer,Reclaml978.
l
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昭和59年度修士論文題目
ドイツ語複合名詞の「意味論的・統語論的」考察塩見浩二
昭和59年度卒業論文題目
ヘルマン・ヘッセの『車輪の下』について
－何が子供を不幸にしているか－
ケストナー『ファピアン』 あるモラリストの死
トーマス･マン『トニオ･クレーゲル』についての考察
フランツ・カフカの『変身』について
GottfriedKeller:"DerGmneHeinrich"
メルヒェンより『アウグスツスー精神生活について』
フランツ・カフカ『父への手紙』に描かれた父と子の
関係を疑う
ヘルマン・ヘッセ『デーミアン』 エーミール・シン
クレールにおける深層心理
へルマン・ヘッセ『荒野の狼』について
トーマス・マンの『大公殿下』について
初期トーマス・マンの短篇小説に関する一考察
名詞的文体について
ゲーテの晩年の自然観について
－『ゲーテとの対話』を通して－
言語と思考一ドイツ語の語順。特にVorfeldを手
がかりに－
ゲオルク・ビューヒナーの『ヴォイツェク』について
「戯曲『ダントンの死』と革命家としてのピューヒナ
ー」について
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｢独逸文学」30号執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，昭和60年6月30日までに編集委員会に申し出ること．
論文の場合はその要旨（レポート用紙1枚以内，横書）を，論文題目，
口頭発表の有無および日本文・ドイツ文の別を記したものとともに，書
評・紹介はその題目と簡単な内容説明を付記して，昭和60年9月30日ま
でに編集委員会に送付のこと．
2． 原稿について
i)日本文の場合，論文は本文・注を合計し,400字詰横書原稿用紙40
枚，別に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること．書評・紹介は
同上用紙20枚，レジュメは不要．
ii)ドイツ文の場合，本文・注を合計し, 5000語（タイプ印書）程度，
レジュメは不要．
いずれも完全原稿を昭和60年10月31日までに，編集委員会に送付．そ
の際，題目と氏名を日本文・ドイツ文で別紙に，記したものを添えるこ
と．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお，
執筆申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求の上， これにしたがっ
て完全原稿を提出のこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用有無については編集委員会へ一任
のこと．
I
上
I編集後記
「独逸文学」29号をお届けします．
9月から10月にかけて本学に招聰された，ジーゲン大学のカール・リーハー教授の講演
原稿を含めて，文学論文4篇，語学論文3篇を掲載しました．そのうち2篇は専任教員が
ドイツ語で書き， 3篇は大学院生が執筆しました．教員・院生双方の研究意欲の高まりの
現れと言えるでしょう．次号が一層充実したものとなることを念じています．
｜
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